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はじめに 

 

2011年3月の東北地方太平洋沖地震に伴い発生した東京

電力福島第一原子力発電所の事故により,放射性物質が環

境中に放出され,周辺地域を中心に国内の農畜水産物及び

その加工品が汚染される事態となった.この事故により,国

は2011年3月17日に暫定規制値を設定し1,2),より一層食品

の安全と安心を確保する目的で2012年4月1日から新たな基

準値（Cs-134及びCs-137濃度の合計として一般食品

100Bq/kg,乳児用食品および牛乳50Bq/kg,飲料水10Bq/kg）

が設定された3). 

しかし,大豆は1年1作の農作物であり,収穫後に一定期間

をかけて流通し,消費されるという特性を有しているため, 

2012年度産の流通が開始されるまでの期間を踏まえ,大豆

を原材料として2012年12月31日までに製造され、加工され

た食品については暫定規制値（放射性Cs濃度として500 

Bq/kg）を経過措置として設けていた3).そのため,大豆加工

品の醤油と味噌は,製造後に長期間保存が可能なため,法令

違反ではないが,100Bq/kgを超えるものが未だ市場に流通

している可能性がある. 

そこで本研究は,大豆加工品のうち１日摂取量が比較的

多く,県内広域で県産原材料から製造されている醤油,味噌

について,その安全性を確認するために放射能調査を行っ

た. 

 

調査方法 

 

1 試料 

 2015年6月に埼玉県内に流通していた食品のうち、埼玉県

産大豆加工食品24検体（醤油4検体,味噌20検体）を購入し,

測定試料とした. 

 

2 測定方法 

 試料の調製および測定は,厚生労働省通知4,5)および文部

科学省のマニュアル等6-8)に準じて行い,U-8容器へ充填し

た. 

 放射性セシウム（Cs-134およびCs-137）の定性および定

量は,キャンベラジャパン社製のゲルマニウム半導体核種

分析装置（GC2018）および波高分析器（DSA1000）を用いた

ガンマ線スぺクトロメトリーによって行い,測定時間は

3600秒とした .Cs-134と Cs-137の定量は ,それぞれ

795.76keVおよび661.64keVのピークを使用し,バックグラ

ウンド補正は172,800秒（48時間）測定値を用いた.また,

検出限界はCooper法を用いて算出した. 

 検体測定時のバックグラウンド（BG：容器なし）測定と

ブランク（BL：容器あり）測定は,測定日毎に行った4).BG

測定は一連の検体測定前に,BL測定は一連の検体測定後に

行い,測定時間は検体の測定時間と同一とした. 

 機器校正用の核種標準線源は,公益社団法人日本アイソ

トープ協会製の9核種混合放射能標準ガンマ体積線源

MX033U8PP（U-8容器,充填高さ5,10,20,30および50mm）を用

いた. 

 

結果 

 

 各試料の検査結果を表1に示す.Cs-134は,24検体すべて

不検出であった（検出下限値：3.3～5.6Bq/kg）.Cs-137に

ついても,24検体すべて不検出であり（検出下限値：3.0～

4.5Bq/kg）,今回調査した範囲では,福島原発事故の影響は

見られなかった.仮に醤油と味噌のCs-134及びCs-137濃度

を,それぞれ得られた検出下限値とし,1年間（365日）摂取

した時の成人におけるCs-134及びCs-137の預託実効線量を

推定すると,醤油2と米味噌2を摂取した場合に最大の1.3

×10-3mSvであり（摂取量：醤油12.8g/日,味噌10.6g/日（平

成26年国民健康・栄養調査9））,換算係数10）：Cs-134は1.9

×10-5mSv/Bq,Cs-137は1.3×10-5mSv/Bq）,一般公衆の被ば

く線量限度1mSvの0.13 ％以下であった. 

 

まとめ 

 

 埼玉県産大豆加工食品24検体について放射能調査を行っ

たところ,Cs-134及びCs-137はすべて不検出であった.上記

の結果,今回調査した範囲では福島原発事故の影響は見ら

れず,特に問題はないことが推測される.しかし,国民の放
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Cs-134 Cs-137
(Bq/kg) (Bq/kg)

醤油　1 熊谷市 <4.0 <4.3

醤油　2 坂戸市 <4.8 <3.7

醤油　3 川越市 <4.4 <3.9

醤油　4 坂戸市 <4.2 <4.5

米味噌　1 久喜市 <4.3 <3.6

米味噌　2 熊谷市 <5.6 <4.4

米味噌　3 加須市 <4.1 <3.8

米味噌　4 熊谷市 <4.1 <3.5

米味噌　5 皆野町 <4.5 <4.5

米味噌　6 久喜市 <5.4 <3.8

米味噌　7 加須市 <4.3 <3.7

米味噌　8 加須市 <4.2 <3.7

米味噌　9 深谷市 <4.0 <3.3

米味噌　10 東松山市 <4.3 <3.6

米味噌　11 吉見町 <4.2 <3.8

米味噌　12 皆野町 <3.3 <4.4

米味噌　13 入間市 <4.3 <4.0

米味噌　14 鳩山町 <4.4 <3.4

米味噌　15 鳩山町 <4.3 <3.7

米味噌　16 富士見市 <5.0 <3.0

米味噌　17 富士見市 <4.9 <4.3

麦味噌　1 杉戸町 <4.5 <3.4

麦味噌　2 滑川町 <4.0 <3.6

麦味噌　3 滑川町 <4.7 <3.6

注：「<○○」は検出下限値未満であることを表す（数値は検出下限値）

試料名 原料産地

表１：埼玉県産大豆加工食品中のCs-134,Cs-137濃度

射性物質に対する不安感や食の安心・安全への関心も非常

に高いことから,今後も県内に流通する食品の放射能調査

を継続する必要があると考えられる. 
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